
２０２３年０５月１２日(金) 

環境経営レポート 

マキバ電子機器株式会社 

(２０２２年０４月～２０２３年０３月) 

≪御挨拶≫ 

 

マキバ電子機器株式会社は１９７９年創業以来 

自転車用ランプ､二輪車、自動車部品製造業として歩んで参りました 

近年は二輪車､四輪車､事務機産業機器の部品造りを行なっており､ 

お客様のニーズに応え､また､信頼される企業を目指しております 

この企業の変革は自然環境に与える影響が大きい事を受け止め 

次ページの環境方針を基に環境活動を展開し地球環境に優しい企業としてあるべく 

環境への配慮も企業活動の大きな役割として捉え新たな一歩を歩み出しました 

以下､「環境経営レポート」としての取り組みをまとめましたので 

私達の取り組みを御高覧の上､御指導､御指摘を頂き次の環境活動に 

生かして行きたいと存じます 

                       マキバ電子機器株式会社  

                                  代表取締役社長 石坂 暢秀 
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Ⅰ．環境経営方針 

 

 

環境経営理念 

 

１) 地球環境保全 

２) 地域社会への貢献 

３) 関連する法規制・その他要求事項・自主基準の遵守 

 

 

環境経営方針 

 

自動車電装部品､事務機クラッチ部品の製造工程において 

環境に優しい企業活動に向けて具体的な「環境経営目標」を設定し 

効果的･継続的な取り組みを図ります 

 

 

１． 環境負荷実績と環境取り組みへの意識の改善向上に努めます 

２． 水の使用量と CO2 削減の推進を図ります 

３． 環境関連法令を遵守致します 

４． 廃棄物の削減と適正処理（分別･リサイクル等）に努めます 

５． 生産工程の省資源化に向け 

稼働率の向上／不良発生率の低減に努めます 

      

＊課題とチャンスを以下の通り捉えます 

    課題            チャンス 

外部 補用品の処置      新分野を含む業務依頼 

内部 弱点時間帯の人員確保    社外従業員との協調 

 

２０２３年０４月１２日(水)制定 

                       マキバ電子機器株式会社 

                      代表取締役社長 石坂 暢秀 
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Ⅱ．事業活動の概要 

１．事業者および代表者名 

 

     マキバ電子機器株式会社 代表取締役社長 石坂 暢秀 

 

２．所在地 

 

     〒３７２－０００１ 群馬県伊勢崎市波志江町４１６１－４ 

   

   ３．環境保全関係の責任者および担当者連絡先 

 

代表責任者：        代表取締役社長         石坂 暢秀 

環境管理責任者：    代表取締役社長      石坂 暢秀 

担当：        ＥＡ２１推進事務局       石坂 紋子 

 

連絡先：                    

ＴＥＬ         ０２７０－２６－６９２１   

ＦＡＸ         ０２７０－２４－８６７４    

   メールアドレス   makiba@sunfield.ne.jp 

 

４． 事業の内容 

 

自動車電装部品・事務機クラッチ部品の製造 

 

５．資本金 

 

３０，０００，０００円 

 

６．従業員数 

 

５８名 
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Ⅲ．EA21 推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

               工場長 

久保田 功一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表取締役社長 

【環境管理責任者】 

石坂 暢秀 

環境・安全・衛生委員会 

(月１回開催) 

取締役 

【ＥＡ２１推進事務局】 

石坂 紋子 

 

代表取締役社長 

【最高責任者】 

石坂 暢秀 

業務部門 

部門長 

斉藤 未智子 

製造管理部門 

部門長 

湯澤 佐知子 

品質保証部門 

部門長 

阿久津 浩良 
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職 名 役 割 

代表取締役社長 

イ) 環境管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する 

当該責任者には､現在の責務に関りなく 

兼務で責任と権限を明示する 

ロ) ＥＭＳの構築･運用･維持に必要な経営諸資源 

(人材･資金･機器設備･技術技能を含む)を準備する 

ハ) 環境方針を制定する 

ニ) ＥＭＳの構築･運用に関する情報を収集し､ 

環境方針･環境目標をはじめ､システム全体の 

見直しを行ない必要に応じ改訂を指示する 

代表取締役社長 

【環境管理責任者】 

イ) ＥＭＳに関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を 

図り目的を達成する為に環境委員会を運営する 

ロ) ＥＭＳの構築と運用を円滑に行ない 

代表取締役社長による見直しの為の情報として､ 

その構築･運用に関する情報を最高責任者に提供する 

取締役 

【ＥＡ２１ 

推進事務局】 

事務局として環境管理責任者を補佐し 

ＥＭＳに関する実務全般を所轄する 

工場長 

部門長 

自己の管理範囲内における管理責任者として 

全員参画によるＥＭＳの運用及び管理に責務を負い 

部門内の必要な人材育成､パフォーマンスの向上を図る 

環境･安全･衛生 

委員会 

代表取締役社長､取締役で構成し 

毎月、稼働日の初日に代表取締役社長が招集する 

環境目標の設定､ 

環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する 
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Ⅳ．環境目標とその実績 

 

当社に於ける 

２０２２年度(２０２２／０４／０１～２０２３／０３／３１)の環境負荷実績を把握し 

２０２５年度までの目標を下記のとおり定め活動を開始しました 

 

１． 主要な環境目標と環境負荷・実績 

＊購入電力排出係数はＥＮＥＯＳ２０２２年の０．４６１を使用しております 

 

 
管理実施項目 単位 

２０２１年度 ２０２２年度    

実績 目標 実績 管理項目／実施事項  

二酸化炭素 

排出量の 

削減 

電力の削減 ｋＷｈ ４６６８７ 
４５７５３ 

(－２％) 

４４４６１ 

(－５％) 
－  

ガソリン使用の削減 ℓ ３６５８ 
３５８５    

(－２％) 

４３９９ 

(＋２０％) 
－  

二酸化炭素排出量 
ｋｇ－

CO2 

３００１０ 
２９４１０ 

(－２％) 

３０７０３ 

(＋２％) 

天井蛍光灯のＬＥＤ化 

など 
 

廃棄物の削減 廃棄物の削減 ｔ ０．４９ 
０．４８ 

（－２％） 

０．２８ 

(－４３％) 
金型更新など  

水資源投入量 

の削減 
上水道の節水 ㎡ ２１７ 

２１３ 

(－２％) 

       

２４９ 

(＋１５％) 

女子トイレ 

手洗い場配管修繕 
 

 

生産工程の省資源化   ・・・維持継続しております 

化学物質使用量の適正管理・・・維持継続しております 

 

２０２３年度の目標は２０２２年度実績の２％減です 

２０２４年度の目標は２０２２年度実績の３％減です 

２０２５年度の目標は２０２２年度実績の４％減です 

２０２７年度の目標は２０２２年度実績の８％減です 
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Ⅴ．環境活動の取組と計画と評価，次年度の取り組み 

 

取組計画 評価 

① ＣＯ２排出量の削減 × 

２０２１年度実績に対して２%削減。 ２％増加してしまいました 

『目標達成手段』  

１．トイレットペーパーの無芯化 【次年度の取り組み】 

２．天井蛍光灯のＬＥＤ化(１３５本) ①ＵＶ照射機の削減(２台→１台) 

３．作業台蛍光灯のＬＥＤ化(９３本) ②トラック→商用車に変更 

  

  

  

② 廃棄物の削減 ○ 

２０２１年度実績に対して２%削減 ４３％削減出来ました 

『目標達成手段』  

１．割れ対策(ＳＭ１４) 【次年度の取り組み】 

２．割れ対策(ＳＭ１７／１８) ① 割れ対策(ＳＭ１４) 

３．金型更新(ＳＧＬ) ② 割れ対策(ＳＭ１７／１８) 

など など 

③ 水資源投入量の削減 × 

２０２１年度実績に対して２%削減 １５％増加してしまいました 

『目標達成手段』  

１．女子トイレ手洗い場配管修繕 【次年度の取り組み】 

 ① 外水道のコネクターセット更新 

  

④ 生産工程の省資源化 × 

活動の定着化 ３５７％増加してしまいました 

『目標達成手段』  

１．社内外の工程内不良の対策 【次年度の取り組み】 

 ① 社内外の工程内不良の削減 

 ② 変電室の全面塗り直し 
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Ⅵ．環境関連法規制の遵守状況 

 

（1） 当社に適用となる主な環境関連法規 

 

法規制等の名称 遵守状況 

下水道法                         適正な運用 遵法 

騒音規規制 届け出             苦情無く適正な運用 遵法 

振動規制法 届け出                 苦情無く適正な運用 遵法 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律  適正な運用 遵法 

労働安全衛生法               適正な運用 遵法 

消防法                            適正な運用 遵法 

群馬県の生活環境を保全する条例    適正な運用 遵法 

フロン排出抑制法              適正な運用 遵法 

 

（2） 環境関連法規への違反はありません 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去３年間ありません 

 

確認日：            ２０２３年０５月１２日(金) 

署名(環境管理責任者)： 石坂 暢秀 

 

Ⅶ．代表者による全体の評価と見直し 

 

受注も戻りつつ外部従業員も増えている中、純増でやむを得ない項目も有りますが 

成果を出せている項目も有り評価に値します 

今年度の課題は外部従業員を巻き込んで成果を出せる仕組み作りが必要と考えます 

 

承認日：              ２０２３年０５月１２日(金) 

署名(代表取締役)：   石坂 暢秀 


